






















































































































































































































































































































































































































けれども ，実は我が家の嫁はｒ賢婦」であっ て， 愛しく思っているのですよと 。このことを少文
に知らせてやると ，日頃から母親の嫁いびりに困り果てていた少文は驚きのあまり落涙して喜ん























た。 中学を卒業したあと ，之江大学から，上海大学，大同大学，震旦大学と渡り歩いた。その五 ，
六年間は私の思想と生活において最も混乱した時期である。私はむやみやたらと本を読んだ。文
芸書はすべてがよいものと思え，手当たり次第に読んだのである。それも読むだけではなく ，書
き写した。之江大学の図書館では，『英国詩選』を，大同大学の文芸書に乏しい図書館では，『世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）界短編小説選』を書き写した。その作業が私には当時気に入っていた 。」
　施蟄存が鴛鴛瑚蝶派の雑誌に投稿をくりかえしたのは，簡単にいえば鴛鴛瑚蝶派の雑誌だけが
彼の作品を掲載してくれたからである。施蟄存自身は，鴛鴛瑚蝶派を自任したことはなく ，自分
の作品はｒ純然たる写実主義」にすぎないと述べている。しかし『礼拝六』にせよ『半月』にせ
よ， 掲載してくれた雑誌の文学的性格が蟄存の創作の規範として作用していくことは避けがたい 。
逆にいえば当時の施蟄存の作品は新文学の側からは評価される内実をもたなかったのだといわな
ければならない。施蟄存が鴛鴛瑚蝶派的な作法から新文学の側に転換するためには，英語，フラ
ンス語という外国語を本格的に学び，文芸書を原書で読み，書き写し，翻訳するという数年間の
文体練磨の時期が必要であった。こうした営みを通して，施蟄存は五四白話の文体と西欧的な小
説作法を会得していったのである 。
　そのような勉学と読書に明け暮れた大学生活の深まりとともに，施蟄存における『半月』の世
界からの離脱が本格化していく 。
おわりに
　『半月』第３巻第２１号（１９２４ ．７ ．１６）に，「半月小酒令」と題する「補白」（埋め草）が載ってい
る。 酒令とは酒席の興をたすける遊戯のことであるが，ここでは唐詩の中から五言，七言の，末
尾の一字が，『半月』に寄稿する常連作家の名前の上の一字と同じになるような一句を選んで並
べるのである。たとえばｒ洞庭秋水遠連天　天笑」という具合である 。そのように合計２４句２４名
の作家が並ぶのだが，施蟄存の名前は，五言句の二番目に「魂来楓林青　青洋」と見える。練達
の作家たちに伍して，作品の点数も多いとはいえない二十歳前の青年がこのように評価されるの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７４８）
　　　　　　　　　　　　　　　　雑誌『半月』における施蟄存（斎藤）　　　　　　　　　　　　　　１９９
は， やはりその作品の一つ一つが，同業作家や読者に印象深い読後感をあたえているということ
であろうか 。
　これまで見てきたように，施蟄存は『半月』への投稿をつうじて，結果的にさまざまな試みを
実現している。「問題小説」嘗試し，歴史小説に筆を染め，山歌の世界のイメージから郷土文学
的ないろあいの濃い短編をものし，といった具合である。しかし，鴛鴛瑚蝶派雑誌を舞台にして
行なわれたそれらの試みは，「棄家記」とそれ以降の文学修養からも窺えるように，ほかならぬ
鴛鴛瑚蝶派的世界を離脱する里程標となっている。こうした過程をへて，施蟄存は戴望舎予などと
共に，自覚的に新文学を志す同人誌の発刊に動く 。それが１９２６年３月の『１嬰塔』であり ，『ヨ嬰塔』
誌に依拠した文学活動が新文学作家としての衿持を伴った施蟄存の出発点となるのである 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
１）拙著「『新的路径』を歩み始めるまでの施蟄存」（中国文芸研究会編『野草』第５８号，１９９６年）及び ，
　拙著「施蟄存とＡ．シュニッッラー一『婦心三部曲』と「霧」「春陽」」（中国文芸研究会編『野草』
　第６６号，２０００年）参照 。
２）上海図書館新館所蔵。未公開。稀観雑誌であるためマイクロ化を行なう計画であると聞く 。
３）上海図書館新館が所蔵するが，閲読停止の措置がとられている。現在は「幻の書」になっ ている
　『江干集』を上海図書館で初めて発見した鷹國清氏は，一読の印象を，鴛鳶瑚蝶派というよりも平明
　な写実主義の作晶と評している 。施蟄存は『上元灯』（１９２８年出版）をもっ て白己の文学的出発と見
　なしており ，それ以前の習作期の作品は，施蟄存文学の範曉にははいらないとしている 。
４）　『創作的経験』（１９３３年５月 ，天馬書店）所収。翻訳は青野繁治『砂の上の足跡一或る中国モダニ
　ズムの回想』（大阪外国語大学学術出版委員会，１９９９年）に拠る 。
（７４９）
